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普　通　預　金　規　定

1 ．（൓ࣾձత੎ྗͱの取Ҿڋઈ）
　この預金口座は、第12条第 ú項第 ø号、第 ù号̖から̛および第 ú号̖から̚のいずれにも
該当しない場合に利用することができ、第12条第 ú項第 ø号、第 ù号̖から̛または第 ú号̖
から̚の一にでも該当する場合には、当金庫はこの預金口座の開設をおஅりするものとします。
ù ．（取扱ళのൣғ）
　この預金は、当店の΄か当金庫本支店のͲこの店ฮでも預入れまたは払戻しができます。
ú ．（ূ݊ྨのडೖΕ）
（1）この預金口座には、ݱ金の΄か、手ܗ、খ੾手、഑当金ྖऩ書その他のূ݊で௚ͪに取ཱ
てのできるもの（以下ʮূ݊ྨʯといいます。）を受入れます。ҝ替による振込金も受入れ
ます。

（2）手ܗཁ件（とくに振出日、受取ਓ）、খ੾手ཁ件（とくに振出日）のന஍はあらかじめิ
充してください。当金庫はന஍をิ充するٛ務を負いません。

（3）ূ݊ྨのうͪཪ書、受取จݴ等のඞཁがあるものはその手ଓをࡁませてください。
（4）手ܗ、খ੾手を受入れるときは、ෳهのいかんにかかわらず、所定の金額ཝه載の金額に
よって取扱います。

（�）ূ݊ྨの取ཱのためಛにඅ用をཁするときは、店頭表示の代金取ཱ手数料に४じてその取
ཱ手数料をいただきます。

û ．（ৼࠐ金のडೖΕ）
（1）この預金口座には、ҝ替による振込金を受入れます。
（2）この預金口座への振込について、振込通知のൃ৴金融機ؔからॏෳൃ৴等のൃޡ৴による
取消通知があった場合には、振込金の入金هாを取消します。

ü ．（डೖূ݊ྨのܾࡁɺෆ౉Γ）
（1）ূ݊ྨは、受入店で取ཱて、ෆ౉返ؐ࣌限のܦաޙその決ࡁを確認したうえでなけれ͹、
受入れたূ݊ྨの金額にかかる預金の払戻しはできません。その払戻しができる予定の日は、
通ாの受入れهா行にه号をもってه載します。

（2）受入れたূ݊ྨがෆ౉りとなったときは預金になりません。この場合は௚ͪにその通知を
ಧ出のॅ所Ѽにൃ৴するとともに、その金額を普通預金ݩாから引落し、そのূ݊ྨは当店
で返却します。

（3）前項の場合には、あらかじめ書໘によるґཔを受けたものにか͗り、そのূ݊ྨについて
権利保全の手ଓをします。

ý ．（預金の෷໭͠）
（1）この預金を払戻すときは、当金庫所定の払戻請求書にಧ出のҹষにより໊ه押ҹしてこの
通ாとともにఏ出してください。なお、この預金の払戻しを受けることについてਖ਼当な権限
を有することを確認するため、公的書ྨのఏ示等の手ଓを求めることがあります。この場合、
当金庫がඞཁと認めるときはこの確認ができるまでは払戻しを行いません。

（2）この預金口座から各छ料金等のࣗ動支払いをするときは、あらかじめ当金庫所定の手ଓを
してください。

（3）ಉ日に数件の支払いをする場合にその総額が預金残高をこえるときは、そのいずれを支払
うかは当金庫の任ҙとします。

7 ．（利ɹଉ）
　この預金の利息は、ຖ日の最終残高（受入れたূ݊ྨの金額は決ࡁされるまでこの残高から
আく。）1��ԁ以上について෇利୯Ґを1��ԁとして、ຖ年 ú 月と Ā 月の当金庫所定の日に、店
頭に表示するຖ日の普通預金の利཰によってܭ算のうえこの預金に૊入れます。なお、利཰は
金融情勢にԠじて変更します。
８ ．（ಧग़߲ࣄの変更ɺ௨ாのߦൃ࠶等）
（1）この通ா΍ҹষをࣦったとき、または、ҹষ、໊শ、ॅ所その他のಧ出事項に変更があっ
たときは、௚ͪに当金庫所定の書໘によって当店にಧ出てください。このಧ出の前に生じた
ଛ֐については、当金庫は੹任を負いません。

（2）この通ாまたはҹষをࣦった場合のこの預金の払戻し、解約または通ாの再ൃ行は、当金
庫所定の手ଓをしたޙに行います。この場合、相当の期間をおき、また、保ূਓを求めるこ
とがあります。
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　なお、通ாを再ൃ行する場合は、当金庫所定の再ൃ行手数料をいただきます。
８ ʵ ù ．（੒೥ݟޙਓ等のಧग़）
（1）Ոఉࡋ൑所の৹൑により、ิॿɾ保ࠤɾݟޙが開始された場合には、௚ͪに੒年ݟޙਓ等
の໊ࢯその他ඞཁな事項を当金庫所定の書໘によって当店にಧ出てください。預金者の੒年
が開始された場合もಉ༷にݟޙɾࠤ൑所の৹൑により、ิॿɾ保ࡋਓ等について、Ոఉݟޙ
ಧ出てください。

（2）Ոఉࡋ൑所の৹൑により、任ҙ؂ݟޙಜਓのબ任がされた場合には、௚ͪに任ҙݟޙਓの
。その他ඞཁな事項を当金庫所定の書໘によって当店にಧ出てください໊ࢯ

（3）すでにิॿɾ保ࠤɾݟޙ開始の৹൑を受けている場合、または任ҙ؂ݟޙಜਓのબ任がさ
れている場合にも、前 ù項とಉ༷に当店にಧ出てください。

（4）前 ú項のಧ出事項に取消または変更等が生じた場合にもಉ༷に当店にಧ出てください。
（�）前 û項のಧ出の前に生じたଛ֐については、当金庫は੹任を負いません。
９ ．（ҹؑর߹）
　払戻請求書、諸ಧその他の書ྨに࢖用されたҹӨをಧ出のҹؑと相当の஫ҙをもってর合し、
相ҧないものと認めて取扱いましたうえは、それらの書ྨにつきِ଄、変଄その他の事ނがあっ
てもそのために生じたଛ֐については、当金庫は੹任を負いません。

1÷．（ৡ౉ɺ࣭ೖΕ等のࢭې）
（1）この預金、預金契約上の஍Ґその他この取引にかかる一੾の権利およびこの通ாは、ৡ౉、
࣭入れその他の第ࡾ者の権利を設定すること、または第ࡾ者に利用させることはできません。

（2）当金庫が΍Ήをえないものと認めて࣭入れを承諾する場合には、当金庫所定の書ࣜにより
ます。

11．（取Ҿの੍ݶ等）
（1）当金庫は、預金者の情ใおよび۩ମ的な取引の内容等を適੾に把握するため、預金者に対
し、各छ確認΍ࢿ料のఏ出等を求めることがあります。預金者が、当該ґཔに対しਖ਼当な理
由なくผ్定める期日までにԠじていただけない場合には、入金、振込、払戻し等の本規定
にもとづく取引の全෦または一෦を制限する場合があります。

（2）日本国੶を保有せずに本๜にॅډしている預金者は、֨ࢿཹࡏおよびཹࡏ期間その他のඞ
ཁな事項を当金庫のࢦ定する方法によって当店にಧ出てください。ಧ出のあったཹࡏ期間が
աした場合には、当金庫は、入金、振込、払戻し等の本規定にもとづく取引の全෦またはܦ
一෦を制限することがあります。

（3）前1項の確認΍ࢿ料のఏ出のґཔに対する預金者の対Ԡ、۩ମ的な取引の内容、預金者の
આ໌内容およびその他の事情をྀߟして、当金庫がϚωーɾϩーϯμϦϯά、ςϩࢿ金ڙ༩、
係法令等に఍৮する取引または法令΍公ংྑଏに൓する行ҝに利用されるおそれؔࡋ制ࡁܦ
があると൑அした場合には、当金庫は、入金、振込、払戻し等の本規定にもとづく取引の全
෦または一෦を制限することがあります。

（4）前項１から３までの定めにより取引が制限された場合であっても、預金者からのઆ໌等に
もとづき、ϚωーɾϩーϯμϦϯά、ςϩࢿ金ڙ༩またはࡁܦ制ؔࡋ係法令等への఍৮のお
それが合理的に解消されたと当金庫が認める場合、当金庫は଎΍かに当該取引の制限を解আ
します。

1ù．（ղ໿等）
（1）この預金口座を解約する場合には、この通ாを࣋ࢀのうえ、当店へ申出てください。
（2）次の各号の一にでも該当した場合には、当金庫はこの預金取引をఀࢭし Ŋまたは預金者に
通知することによりこの預金口座を解約することができるものとします。なお、通知により
解約する場合、౸ୡのいかんにかかわらず、当金庫が解約の通知をಧ出のあった໊ࢯ、ॅ所
にあててൃ৴した࣌に解約されたものとします。
①　この預金口座の໊ٛਓがଘࡏしないことが໌らかになった場合ຢは預金口座の໊ٛਓの
ҙࢥによらずに開設されたことが໌らかになった場合

②　この預金の預金者が第1�条第１項にҧ൓した場合
ᶅ　この預金がϚωーɾϩーϯμϦϯά、ςϩࢿ金ڙ༩、ࡁܦ制ࡋに఍৮する取引に利用さ
れ、またはそのおそれがあると当金庫が認め、ϚωーɾϩーϯμϦϯά等๷ࢭの؍఺で当
金庫が預金口座の解約がඞཁと൑அした場合

ᶆ　当金庫が法令で定める本ਓ確認等の確認を行うにあたって預金者について確認した事項
または第11条（1）もしくは（2）の定めにもとづき預金者がಧ出た事項等について、ಧ出
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事項等がِڏであることが໌らかになった場合
⑤　第11条（1）から（3）までのいずれかの定めにもとづく取引の制限が ø年以上に࿱って
解消されない場合

⑥　この預金が法令΍公ংྑଏに൓する行ҝに利用され Ŋຢはそのおそれがあると認められ
る場合

（3）前項の΄か、次の各号の一にでも該当し、預金者との取引をܧଓすることがෆ適੾である
場合には、当金庫はこの預金取引をఀࢭし、または預金者に通知することによりこの預金口
座を解約することができるものとします。
①　預金者が口座開設申込࣌にした表໌ɾ確約にؔしてِڏの申ࠂをしたことが൑໌した場
合

②　預金者が、次のいずれかに該当したことが൑໌した場合
̖ɽ๫ྗஂ
̗ɽ๫ྗஂһ
̘ɽ๫ྗஂ४構੒һ
̙ɽ๫ྗஂؔ係ا業
̚ɽ総ձ԰等、ࣾձӡ動等ඪ΅うΰϩまたはಛघ知ೳ๫ྗूஂ等
̛ɽその他前各号に४ずる者

ᶅ　預金者が、ࣗらまたは第ࡾ者を利用して次のいずれかに該当する行ҝをした場合
̖ɽ๫ྗ的なཁ求行ҝ
̗ɽ法的な੹任を௒えたෆ当なཁ求行ҝ
̘ɽ取引にؔして、ڴഭ的なݴ動をし、または๫ྗを用いる行ҝ
̙ɽ෩આをྲྀ෍し、ِܭを用いまたはҖྗを用いて当金庫の৴用をᆝଛし、または当金庫
の業務を๦֐する行ҝ

̚ɽその他前各号に४ずる行ҝ
（4）この預金が当金庫がผ్表示する一定の期間預金者による利用がなく Ŋかつ残高が一定の
金額を௒えることがない場合には Ŋ当金庫はこの預金取引をఀࢭし Ŋまたは預金者に通知す
ることによりこの預金口座を解約することができるものとします。また、法令にجづく場合
にもಉ༷にできるものとします。

（�）前 ú項により、この預金口座が解約され残高がある場合、またはこの預金取引がఀࢭされ
その解আを求める場合には、通ாを࣋ࢀのうえ当店に申出てください。この場合、当金庫は
相当の期間をおき、ඞཁな書ྨ等のఏ出または保ূਓを求めることがあります。

1ú．（௨஌等）
　ಧ出のあった໊ࢯ、ॅ所にあてて当金庫が通知またはૹ෇書ྨをൃૹした場合には、Ԇணし
または౸ୡしなかったときでも通ৗ౸ୡす΂き࣌に౸ୡしたものとみなします。

1û．（อൃނࣄݥੜ࣌に͓͚る預金ऀ͔Βの૬ࡴ）
（1）この預金は、当金庫に預金保険法の定める保険事ނが生じた場合には、本条各項の定めに
より相ࡴすることができます。なお、この預金に、預金者の当金庫に対する債務を担保する
ため、もしくは第ࡾ者の当金庫に対する債務で預金者が保ূਓとなっているものを担保する
ために࣭権等の担保権が設定されている場合にもಉ༷の取扱いとします。

（2）相ࡴする場合の手ଓきについては、次によるものとします。
①　相ࡴ通知は書໘によるものとし、ෳ数のआ入金等の債務がある場合には充当のॱং方法
をࢦ定のうえ、当金庫所定の払戻請求書にಧ出のҹষにより໊ه押ҹしてこの通ாととも
に当店にఏ出してください。ただし、この預金で担保される債務がある場合には、当該債
務または当該債務が第ࡾ者の当金庫に対する債務である場合には預金者の保ূ債務から相
。されるものとしますࡴ

②　前号の充当のࢦ定のない場合には、当金庫のࢦ定するॱং方法により充当いたします。
ᶅ　第 ø号によるࢦ定により、債権保全上支োが生じるおそれがある場合には、当金庫は஗
滞なく異ٞをड़΂、担保ɾ保ূの状況等をྀߟして、ॱং方法をࢦ定できるものとします。

（3）相ࡴする場合のआ入金等の債務の利息、ׂ引料、஗Ԇଛ֐金等のܭ算については、その期
間を相ࡴ通知が当金庫に౸ୡした日までとして、利཰、料཰は当金庫の定めによるものとし
ます。また、आ入金等を期限前หࡁすることによりൃ生するਫ਼算金、ଛ֐金、手数料等の支
払いはෆཁとします。

（4）相ࡴする場合の外国ҝ替相場については当金庫のܭ算࣮行࣌の相場を適用するものとしま
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す。
（�）相ࡴする場合においてआ入金の期限前หࡁ等の手ଓきについてผの定めがあるときには、
その定めによるものとします。ただし、आ入金の期限前หࡁ等について当金庫の承諾をཁす
る等の制限がある場合においても相ࡴすることができるものとします。

1ü．（休眠預金等׆用๏に܎るҟಈࣄ༝）
　当金庫は、この預金について、以下の事由をຽ間公ӹ活動をଅਐするための休眠預金等に係
るࢿ金の活用にؔする法཯（以下ʮ休眠預金等活用法ʯといいます。）にもとづく異動事由と
して取り扱います。
①　引出し、預入れ、振込の受入れ、振込みによる払出し、口座振替その他の事由により預
金額に異動があったこと（当金庫からのこの預金の利息の支払に係るものをআきます。）

②　手ܗまたはখ੾手のఏ示その他の第ࡾ者による支払の請求があったこと（当金庫が当該
支払の請求を把握することができる場合に限ります。）

ᶅ　預金者等から、この預金について次に掲げる情ใのఏڙの求めがあったこと（この預金
が休眠預金等活用法第３条第１項にもとづく公ࠂ（以下、本項においてʮ公ࠂʯといいま
す。）の対৅となっている場合に限ります。）
̖ɽ公ࠂの対৅となる預金であるかの該当ੑ
̗ɽ公ࠂ前の休眠預金等活用法にもとづく通知を受け取るॅ所஍

ᶆ　預金者等からの申し出にもとづく預金通ாのهாがあったこと
⑤　預金者等からの残高の確認があったこと（̢̖̩またはΠϯλーωοτόϯΩϯάによ
るもので当金庫が把握することができる場合に限ります。）

⑥　城南総合口座取引規定にもとづく他の預金の異動事由に掲げるいずれかの事由が生じた
こと

1ý．（休眠預金等׆用๏に܎る࠷ऴҟಈ೔等）
（1）この預金について、休眠預金等活用法における最終異動日等とは、次に掲げる日の最も஗
い日をいうものとします。
①　前条に掲げる異動が最ޙにあった日
②　কདྷにおける預金に係る債権の行࢖が期଴される事由として次項で定めるものについて
は、預金に係る債権の行࢖が期଴される日として次項において定める日

ᶅ　当金庫が預金者等に対して休眠預金等活用法第３条第２項に定める事項の通知をൃした
日。ただし、当該通知が預金者に౸ୡした場合または当該通知をൃした日から１か月をܦ
աした場合（１か月をܦաする日または当金庫があらかじめ預金保険機構に通知した日の
うͪいずれか஗い日までに通知が預金者のҙࢥによらないで返ૹされたときをআきます。）
に限ります。

ᶆ　この預金が休眠預金等活用法第２条第２項に定める預金等に該当することとなった日
（2）第１項第２号において、কདྷにおける預金に係る債権の行࢖が期଴される事由とは、次の
各号に掲げる事由のみをいうものとし、当該事由のある預金にあっては、預金に係る債権の
行࢖が期଴される日とは、当該各号に掲げる事由にԠじ、当該各号に定める日とします。
①　預入期間、ܭ算期間またはঈؐ期間の຤日（ࣗ動ܧଓ扱いの預金にあっては、ॳճ満期
日）

②　ॳճの満期日ޙに次に掲げる事由が生じたこと
当該事由が生じた期間の຤日

̖ɽ異動事由（前条第１項各号においてʮ異動事由ʯとして掲げる事由をいいます。）
̗ɽ当金庫が預金者等に対して休眠預金等活用法第３条第２項に定める次項の通知をൃし
たこと。ただし、当該通知が預金者に౸ୡした場合または当該通知をൃした日から１か
月をܦաした場合（１か月をܦաする日または当金庫があらかじめ預金保険機構に通知
した日のうͪいずれか஗い日までに通知が預金者のҙࢥによらないで返ૹされたときを
আきます。）に限ります。

ᶅ　法令、法令にもとづく໋令もしくはાஔまたは契約により、この預金について支払がఀ
されたことࢭ

当該支払ఀࢭが解আされた日
ᶆ　この預金について、強制執行、仮差押えまたは国税滞納処分（その例による処分を含み
ます。）の対৅となったこと

当該手ଓが終ྃした日
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⑤　法令または契約にもとづく振込の受入れ、口座振替その他の入出金が予定されているこ
とまたは予定されていたこと（ただし、当金庫が入出金の予定を把握することができるも
のに限ります。）

当該入出金が行われた日または入出金が行われないことが確定した日
⑥　城南総合口座取引規定にもとづく他の預金について前各号に掲げる事由が生じたこと

他の預金に係る最終異動日等
17．（休眠預金等代替金に関する取扱い）
（1）この預金について長期間お取引がない場合、休眠預金等活用法にもとづきこの預金に係る
債権は消滅し、預金者等は、預金保険機構に対する休眠預金等代替金債権を有することにな
ります。

（2）前項の場合、預金者等は、当金庫を通じてこの預金に係る休眠預金等代替金債権の支払を
請求することができます。この場合において、当金庫が承諾したときは、預金者は、当金庫
に対して有していた預金債権を取得する方法によって、休眠預金等代替金債権の支払を受け
ることができます。

（3）預金者等は、第１項の場合において、次に掲げる事由が生じたときは、休眠預金等活用法
第７条第２項による申出および支払の請求をすることについて、あらかじめ当金庫に委任し
ます。
①　この預金に係る休眠預金等代替金の支払を目的とする債権に対する強制執行、仮差押え
または国税滞納処分（その例による処分を含みます。）が行われたこと

（4）当金庫は、次の各号に掲げる事由を満たす場合に限り、預金者等に代わって第３項による
休眠預金等代替金の支払を請求することを約します。
①　当金庫がこの預金に係る休眠預金等代替金について、預金保険機構から支払等業務の委
託を受けていること

②　前項にもとづく取扱いを行う場合には、預金者等が当金庫に対して有していた預金債権
を取得する方法によって支払うこと

1８． （未利用口座管理手数料）
（1）２０２１年４月１日以降に開設した普通預金口座は当金庫が定める一定期間、利息決算以
外の預入れまたは本項の手数料以外の払戻しがない場合は、当金庫が定める未利用口座管理
手数料をご負担いただきます。

（2）未利用口座管理手数料は、この預金口座から払戻請求書によらず当金庫所定の方法により
引落とします。

（3）この預金口座残高が未利用口座管理手数料以下の場合、当金庫は預金者に通知することな
く、残高全額を未利用口座管理手数料に充当のうえ、この預金口座を解約することができる
ものとします。

（4）ご負担いただいた未利用口座管理手数料の返却、および解約させていただいた口座の再利
用はできません。

1９．（規定の変更等）
（1）この規定の各条項その他の条件は、金融情勢その他諸般の状況の変化その他相当の事由が
あると認められる場合には、店頭表示、ホームページへの掲載その他相当の方法で変更内容
および変更日を公表することにより、変更できるものとします。

（2）規定の変更は、公表の際に定める適用開始日から適用されるものとします。
以　　上
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